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1. はじめに 
 
インターネット革命はとどまることを知らない。草創期、その火付け役として、NPO を
組成して地域のイノベーションに挑んだ草の根の人たちがシリコンバレーにいたことはあ
まり知られていない。彼らはネット革命という大波を捉え沈滞する地域を活性化し飛躍の
ためのプラットフォームをつくりあげた。彼らは新しい時代を予感しその新しい時代にふ
さわしい地域コミュニティを構想する。彼らはインターネットが生活基盤や産業構造を揺
るがす技術となると確信しビジョンを共有し中長期の地域コミュニティの政策の立案を行
おうとした。 
1990 年代の始めのシリコンバレーは 70 年代栄光の座を射とめたもののその後の半導体
産業の衰退が著しく地域空洞化の危機を迎えていた。そのタイミングにインターネットの
民間使用が解禁される。インターネットの用途は無限にある。アイデアを素早く形にして
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実行に移せるのかどうか、そのスピードの重大性についてはシリコンバレーの人たちは一
番よく知っていた。だからこそ地域政策の立案を急いだのであろう。彼らがテキサス州オ
ースティンに負けるのではないかと危惧していたこと、またアジアの小国シンガポールの
ネット革命を巡る動きについても強く意識していたことからそれは推測できる。 
地域イノベーションにも関心があった。その正式な定義はないが、産業クラスター政策
の中で使用された言葉であり、地域経済の活性化を図るために地域の潜在能力を結集して
イノベーションを創出し新事業・新産業を起こすこととされる1。シリコンバレーではそれ
が自発的に自生的に駆動する。ネットワークの集約化と動態化が促進され創発確率を高め
る。本稿で取り上げる 2 つの NPO がその一端を担った。そのムーブメントは地域経済と
地域コミュニティに展開するネットワークの集約であり、共に新しい課題に挑戦するため
の場（メディア）の創出であった。そこが人々の情報拠点となった。彼らは地域イノベー
ションを目指し、社会のニーズに応え解決手法を示しコミュニティに影響を与えた2。その
意味ではソーシャル・イノベーションであったともいえる3。この運動の成否については様々
な捉え方4があるようだが、本稿の関心は、ネット革命時の彼らの行動、彼らがつくりあげ
た組織、そしてその地域コミュニティの特性にある。その後知識経済が進化しグローバル
化が深まる中で地域社会の重要性が増している。このタイミングに、ネット革命草創期に
現場で彼らを観察しその後もフォローしているものとして、彼らがどのような人々で、ど
のような組織をつくり、どのように経営したのか、そしてそれはどのようなコミュニティ
であったのか、その物語を記録にとどめ、その底流にあるものを探ることが重要だと考え
筆をとった。 
当時彼らが地域コミュニティに声をかけつくりあげた組織が、ジョイントベンチャーシ
リコンバレー（NPO 法人化して JVSVN と称す。以下 JVSVN)5であり、そこから派生し
たのがスマートバレープロジェクト（NPO 化されスマートバレーインクと称す。以下 SVI）
である。本稿の対象とする 2 つの NPO だ。 
シリコンバレーに関してはあまたの著作や論文があるが、本稿の視点から説明している
ものは少ない6。彼らの行動力、彼らの作る組織は彼らの文化的背景から発するものと断じ
てしまうことも可能である。しかし、だからこそ日本人はそのアングロサクソン主導の地
                                                  
1 続いてそのために、地域の産学官ネットワークの強化によるイノベーション創出環境の整備等を強力
に支援しますと METI ホームページにある。 
2 Miller 他 p56  
3 スタンフォード大学の Center for Social Innovation によれば 現状のアプローチより新しくて有用な
社会のニーズや問題に対する解決方法で、その結果生み出される価値は個人ではなく社会一般に主として
影響が及ぶものとされている。また日本の社会学者谷本寛治は新しい社会的な事業が開発され、それが市
場社会から支持をえることで広がり、社会関係や制度の変化が生じ、やがて社会的価値が広がっていく一
連のプロセスだと説明している（原田他 p128）。 
4 アナリー・サクセニアンは基本的にはポジティブな評価で締めくくっているが一部の批判に対して次
のような表現で説明している。「ジョイントベンチャーシリコンバレーはこうした広範で包括的な組織の
例にもれず、まだたくさんの政治的対立を抱えているし、究極的に何ができるか、未だはっきりはしてい
ない。単なる PR 活動にすぎず、公的資金の援助と環境面で寛大な扱いを受けることを狙った、従来通り
のロビー活動の 90 年度版だという人もいる。また、この地域には様々な民族がすんでいるにもかかわら
ず、この連合体は主として専門職の白人男性で構成されているという批判もある」（『現代の二都物語』
p279、280）。 
5 小門（2012a）補論参照。 
6 The Silicon Valley Edge 、『シリコンバレーモデル』、『シリコンバレーウエイブ』、『ボランタリー経
済の誕生』他でとりあげられている。 
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域コミュニティに潜む本質を理解しベンチマークすることが必要である。本稿ではいくつ
かの論点を提示し今後の展開につなげてみたいと思う。なお、内容的には SVI に焦点を当
てるが、分析・考察は SVI と一体的な組織である JVSVN と合わせて行い、ネット革命黎
明期のシリコンバレーの人々とコミュニティの物語を考察するというスタイルをとること
としたい。中心テーマは地域イノベーションが、どのような経済社会の中で起き、そこで
はどのような組織が駆動し、そして主人公である人々がどのような人生（キャリア）をお
くっているのか、ということであり、そうしてその地域の社会システムを我々日本人はど
のように捉えておくべきなのか、というところにある。 
 
2. 地域イノベーションの舞台裏 
 
HP に勤めるサラリーマン、セス・フェアリが、この歴史のうねりの中に巻き込まれて
いく。まずはそのシーンから始めてみたい。1992 年の夏のことである。 
  
【セス・フェアリが動く、グラスルーツからの挑戦】 
シリコンバレーの中核企業 HP の研究所の電話が鳴った。「面白いことになりそうだ。
JVSVN7の情報通信作業部会にも参加してくれないか」サンマイクロシステムズ8の友人ボ
ブ・アリスからである。「どういうことなのだ。俺は技術部会で手いっぱいだ」セス・フェ
アリは唐突な話にやや緊張の面持ちで応対している。公共体担当部長の要請を受けて参加
している。既にフラットパネルとマイクロマシーンプロジェクトの担当と決まっている。
結構忙しい。あくまでボランティアだ。会社の仕事がある。さらに新しい部会に属すのは
大変だ。ワシントン D.C.への出張が多いせいか、JVSVN についてはまだよく知らない。
HP の公共体担当部長も JVSVN が成功するとは必ずしも思っていない。寝食を忘れて参
加するわけにはいかない。 
セスは当時 HP の研究所のマネージャをしていた。スタンフォード大学で MBA を取得
後、HP に入社、1985 年に社内イントラネットを立ち上げ、同社のインターネット戦略を
牽引し、インターネット・サーバを市場に出し、1995 年には 1 億ドルの売上を実現して
いる。1980 年初頭からインターネットの前身であるアーパネットを利用しその将来性を確
信していた一人である。 
彼は、米国が情報スーパーハイウエイ（National Information Infrastructure 以下 NII）
に沸きインターネット革命により世界の大国としてカムバックしようとしていた時代、
1989 年から 1995 年までの間、社長ジョン・ヤングの命により、首都ワシントンにある
CSPP（コンピュータ・システム・ポリシー・プロジェクト）に関与していた。ボブ・ア
リスはサンマイクロシステムズから CSPP に参加している。彼とはそこで知り合った。こ
の機関は、エレクトロニクス関連企業の社長の拠出により設立され、情報化社会に向けて
政策提言を行なうところだ。IBM を再生した中興の祖ガースナも会長をしていた。ジョ
ン・ヤングとは、大統領からの諮問を受け米国再生の処方箋、ヤングレポート9を提出した
                                                  
7 小門（2012a）補論参照。 
8 2011 年オラクルが買収したが、1990 年代は ICT 業界を牽引する名実ともにリーダー的存在だった。 
9 レーガン政権下の 1985 年、ジョン・ヤングを委員長とする産業競争力委員会により提出された米国
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ヤングその人である。彼は HP を率い、1980 年代 CSPP を通じて日本を徹底的に攻撃し
た。日米問題を学ぶものの記憶に残る人物である。CSPP は、ICT 化による国家再生を考
えている。NII のシナリオは、1991 年の 11 月、セスとサンマイクロシステムズのボブ・
アリスが中心になって、ジョン・ヤング（HP 社長）、スコット・マクネリ（サンマイクロ
システムズ社長）、ジョン・スカーリ（アップルコンピュータ社長）、そしてエド・マクラ
ッケン（シリコングラフィックス社長）と共に練り上げられたものである。9 ヶ月間かか
っている。 
クリントンのシリコンバレー訪問時ヤングは社内の反対を抑え共和党からハイテクに
理解のある民主党政権への鞍替えを宣言する。共和党地盤のカリフォルニアは雪崩現象を
起し民主党を大勝利に導いた。世にいう「シリコンバレーの反乱」である。情報化に高い
関心を寄せていたゴアもそのときはまだ NII の存在には気がついていない。彼らは強かに
NII 構想の発表のタイミングをまった。 
NII 構想はクリントンが大統領選に勝利した 1992 年 11 月 1 日、日の目を見ることにな
る。CSPP がこの構想を次期大統領移行チームに提出したのである。翌 93 年 1 月には米
国議会でも噂に上り、同年 9 月セスが副大統領ゴアの政策秘書、マイク・ネルソンに直々
に詳細を説明している。SVI の面々がゴアと夕食を供にしている。NII 構想は米国再生の
起爆剤となるのである。 
 
話は冒頭に戻る。「俺たちがワシントン D.C.で構想していることが、シリコンバレーで
実現できるかもしれない」。ボブは興奮を抑えきれない。「米国ではまだどこもやっていな
い。NII 構想を具体化し実験する場所としては、シリコンバレーがベストだ」。ボブ・アリ
スは JVSVN の話を聞いてセスのところにかけつけてきた。セスも相手の調子に乗せられ
ている。セスは JVSVN の技術部会と情報部会に参加することになる。サラリーマンもか
なりいる。技術部会は 50 人を超える人が参加していた。情報部会の人数は最終的には 120
人にのぼった。その人数にセスは驚いている。 
セスは当時 40 歳になったばかり、そろそろ自分を客観的に見ることができる年代でも
ある。社会貢献への意識も高まってきている。来し方行く末を考え始めている。HP に勤
める夫人、そしてペルシャ猫一匹と、瀟洒で清潔な邸宅で豊かな人生を歩んでいる。庭に
は小さなプールがある。最近 SOHO ができるようにプールサイドを改造してオフィスに
している。このことが、彼の進路を変えてしまうことになるとは、このときセスは予想だ
にしていない。 
セスは情報部会の方が面白くなっていく。情報部会には、アカデミア、労働組合、エン
ジニア、学生などが参加している。コミュニティの目線で物事を見つめる人、会社の職位
がそう高くない人たち、セスのいう草の根の人たちが参加している。 
情報化というと、ハイテク企業的には、光ファイバーを敷設して、ハイスピードのイン
フラを全米に先駆けて整備することにある。ハードの話が先行する。シリコンバレーでも
当初はファイバー網を敷設する計画があった。しかし、情報部会がその流れを変えた。「行
政、ビジネス、医療、コミュニティ、教育の各分野で、我々が日常的に利用できるような
                                                                                                                                                  
の産業競争力に関する提言報告書 Global Competition the New Reality のこと。 
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仕組を創り上げて、生活の質を向上させる。そのための組み合わせ技術・ノウハウの研究、
ソフトやシステムの開発が必要だ。世の中を一変させるようなブレークスルー技術ではな
い。既存の技術の組み合わせで、みんなで知恵を絞ってコミュニティの質を高めることを
考えるべきだ。シリコンバレーにある多種多様なコミュニティをネットワークでつなぎ、
ICT を利用した新しい時代のコミュニケーションのあり方を探る。生活・文化・産業の様々
な局面で、先駆的に実験してみるべきである。彼らはこのように結論づけた。「まったくの
新規分野。行政部門の人は皆無であった。また、大企業の役員も参加していない。みんな
草の根だ。リーダーもいない。それが良かった。コミュニティの目線がこの計画を飛躍さ
せることになった」とセスは振り返る。 
このプロジェクトを成功させるには、人材がいる。資金もいる。地域コミュニティの認
知がなければ前進しない。「JVSVN の認知を得て、地域のプロジェクトにしなければいけ
ない。フラッグシップを何が何でも獲得しなければいけない」とみんなが考えるようにな
っていく。JVSVN では、支援を約束するプロジェクトのことをフラッグシップ・プロジ
ェクトと名づけている。JVSVN のリーダー総会でその内容が吟味され決定される。 
 
【リーダー総会での認知】 
情報作業部会には議長が二人いた。サンタクララ大学のビジネススクール、マーケティ
ング学部の教授シェルビ・マッキンタイア、そして小さなメディア会社の社長ラルフ・ギ
ルマン。彼らはセスに説明会でのプレゼンテーションを依頼する。セスは話し上手ではな
い。人前で話すことには慣れていない。プレゼンテーションの時間は 5 分、セスは懸命に
準備する。 
1992 年 12 月、JVSVN のリーダー総会が開かれた。実行理事会、シリコンバレーのハ
イテク企業の CEO で構成される委員会、シリコンバレーの自治体の首長で構成される円
卓会議、作業部会の議長で構成される議長会の各メンバーをはじめ、コミュニティの人た
ち約百人が参加している。この日の目的は、プロジェクトのレビューを行い、フラッグシ
ップ・プロジェクトを決定することにある。彼らは 9 の基準を提示している。 
① 地域への経済効果、コミュニティへのインパクト（競争力強化と QOL の向上） 
② 広域性（多くのコミュニティに影響を及ぼす） 
③ 産業作業部会の推薦を優先 
④ インフラ作業部会の推薦を優先 
⑤ 協働プロジェクト（幅広い協働作業が期待されるもの） 
⑥ 波及効果（レバレッジ効果、企業・機関への波及） 
⑦ 実践力（実行する人材がいる） 
⑧ 整合性（地域の他の目的との整合性） 
⑨ 実行可能性（フィージビリティが高いもの） 
 
スタンフォードリサーチパークに入居する企業の会議室を借りてプレゼンテーション
が始まった。「短い時間で舌がもつれた」。セスは今でもまだ悔やんでいる。「やりましょう
（Do it）」と声が上がった。セスは緊張のあまり、誰からの発言だったか記憶にない。少
なくとも、ベンチャーキャピタリストのダビドーも参加していたはずだ。ダビドーは NII
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に関連した地域プロジェクトの必要性を JVSVN の席上強く訴えていた。彼かもしれない。
彼は JVSVN の影の演出者ジム・モーガンにシリコンバレーをハイスピードネットワーク
の実験場にすべきだとの書簡を 11 月初めに送っている。この時期、まだ e メールは使わ
れていない。セスを中心とするコミュニティの人たちからなる作業部会の動きと、ダビド
ーを中心とするハイテク企業の役員グループの動きが融合した。ボトムアップとトップダ
ウン。地域が胎動を始める。 
 
【シャンティーユ会議 合意形成と役員人事】 
年が明けた 1 月、ジム・モーガンが腰を上げる。「シャンティーユに予約を入れてくれ
ないか」。秘書のベッティ・モイレスに告げる。彼は半導体製造装置をつくるアプライドマ
テリアル社の会長である。投資銀行からこの世界に入り同社を世界企業に成長させ日本進
出を果たした成功者だ。日本が経済産業省の産業政策で成果を上げていることに忸怩たる
思いをしている。危機意識が高い。シャンティーユとはパロアルト市にあるフランス料理
店である。パリ郊外の美しい古城と馬で名高い街シャンティーユに因んでつけられたので
あろう。スタンフォード大学のまちパロアルト市はそんな雰囲気の漂う美しい街である。
レストラン・シャンティーユはその緑豊かなパロアルトの住宅街の中にある。 
招待状はインテル社のアンディ・グローブ社長、シリコングラフィックス社のエド・マ
クラッケン社長、アップルのジョン・スカーリ社長、HP のジョン・ヤング社長、スタン
フォード大学の元副学長、SRI の前社長であったビル・ミラー教授、幾多の有力ベンチャ
ーを育て上げわが国でも名を馳せる技術コンサルタント、レジス・マッケナ、そしてこの
計画の推進役でありベンチャーキャピタリストでもあるビル・ダビド（モー・ダビド・ベ
ンチャー）宛に発せられた。「JVSVN の成果が上がっている。幾つかのプロジェクトの中
身も詰まってきた。そのなかに素晴らしいものがある。シンガポールは一足先にやってい
るとの話も聞いている。このプロジェクトをきちんと実行する組織を創らないといけない。
技術的にもしっかりやらなければいけない。政府も巻き込んだほうがよい。現実的な資金
計画が必要だ。もちろん事業はきちんとモニタ（監督）しなければいけない。ついては皆
さんの知恵を借りたい。スタッフからも説明させる」。カーボンコピーのところに小さくセ
ス・フェアリの名前がのぞく。1993 年 1 月 27 日モーガンから SVI 設立に向けた夕食会の
招待状が送付された。その後シリコンバレーが ICT 革命の主導権を握る。この書簡（James 
Morgan 氏提供）はその意味で歴史的なものといえる。   
2 月 16 日シャンティーユに電撃が走った。セスの説明が終わるや否や、ダビドとマッケ
ナは即座に資金提供を申し出た。人材のリクルート、資金調達、組織の運営、そして新し
い組織の戦略へと話は盛り上がる。 
ビル・ミラーは、SRI（スタンフォード大学のコンサル部門）の社長時代に地域競争力
センタを SRI に設立し世界各地の調査に立ち会っている。ヤングも SRI の社外役員とし
てそのセンタを支援していた。ミラーは、テキサス州のオースティンとミネソタ州のミネ
アポリスの調査には直接関与しており知見がある。モーガンは経営者としてオースティン
に新工場の建設を決めている。三人とも地域間で繰り広げられる仁義なき戦いを実感して
いる。地域経営にも一家言持っている。モーガンがミラーに言った「会長職を引き受けて
くれないか」ミラーは少し考えて口を開いた。「このプロジェクトは民間企業の参加が必須 
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だ。民間が主導するプロジェクトとするためにもヤングにやってもらうべきだ」。ヤングは
黙っている。電機産業の最前線で米国を指導してきた人物の一人である。確かに時代が動
き始めた。このプロジェクトは、新しい応用技術のテスト・ベッドとなるだろう。情報通
信の変化は仕事の仕方を変え産業構造も変化させる。地域の経済全体にかかわる問題だ。
SVI は、これまで蓄積してきた我々の知を結集し融合させ新しい何かに結実させる力を持
っている。それは、我々が探していた地域の目標ではなかったか。我々がカタリストとな
って新しい時代を創らなければいけない。丁度任期を終える。地域への恩返しの良いチャ
ンスだ。考えが煮詰まってくる。ヤングの長年のキャリアが彼に新しい時代を見通す力を
与えている。「分かりました。やりましょう」。セスは驚愕する。グローバルなことならと
もかく、地域コミュニティのちっぽけな組織の会長にヤングが就任する。一万人を超える
組織の長が小さな NPO の会長になる。「信じられない。大変なことになった」。セスはつ
ぶやいた。ヤングは続ける。「スマートバレーは、世界で今後何が起こるのか、その道筋を
示すものだ。市場の先駆けとなるものを提示する。よいものを創ればマーケットは後から
ついてくる。とにかくアメリカの沈滞した経済を揺さぶってみることだ。一つ条件がある。
このプロジェクトは 5 年で終えることにしたい。それまでにはすべてが見えるだろう。後
は民間企業に任せれば良い」。 
役員の骨格も固まった。ミラーは副会長、その席にいた他のメンバ、レジス・マッケナ、
エド・マクラッケン、ビル・ダビド、そしてその日急遽参加した 3Com の社長ベンガモウ
たちが理事に、そして草の根の代表としてセスも理事の席に座ることになった。 
スタンフォード大学工学部のターマン教授が 1939 年に教え子ヒューレットとパッカー
ドに深く関与して設立されたベンチャー企業、HP、いまや売上数兆円の大企業に成長して
いる。シリコンバレーの成功物語の第一号であり、同社を巡る歴史は当地の産業史でもあ
る。今や技術者の登竜門であり会社自体がベンチャーキャピタルであるともいわれた。幾
多のベンチャー企業家を輩出しベンチャー企業経営者を送り込んでいる。また従業員を大
切にし顧客と地域コミュニティに対し責任を持つという崇高な理想を実現する。HP ウエ
イと呼ばれる経営方式はよく知られている。シリコンバレーの文化形成にも多大なる影響
を与えた。ヤングは同社の社長であり、セスはそこで働いている。 
HP の地域コミュニティ重視の経営は、従業員のコミュニティ活動の奨励に顕著に表れ
ている。地域の NPO の役員、そして市議会や市長との兼務さえ許している。セスの理事
就任は上司への連絡が必要だが口頭連絡で済んだ。特段の届出行為はしない。因みに、当
時 HP には地元パロアルト市の市会議員がいた。地方公共団体担当部長も一時パロアルト
市の市長を務めていた。アメリカの中小規模の自治体の議員や市長はボランティア職であ
る。彼らは会社の仕事をしながら、議員、市長という公務を兼務する。 
 
【法人組織をつくる】 
翌日、セスは社長から呼ばれる。白板にダイヤグラムを描いた。機動的なフラットな組
織。日々のオペレーションを指示する CEO が必要だ。理事は資金集め、人材の配置、そ
してプロジェクトの最終選別をおこなう。非常勤でも構わない。JVSVN の弁護士スコー
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ニアから税法 501 (c) - 6 条に基づく NPO 申請をすべしとの連絡が入る10。法的には業界
団体の扱いである。事業性がより高い NPO である。組織の機動性、意思決定の迅速性を
担保するため、会員は置かない11。意思決定はすべて理事会で決裁できるようにする12。理
事は理事会出席に係わる費用を除いては無報酬とする13。地域のボランティアによる組織
の大綱が見えてきた。 
様々な先駆的なプロジェクトを育て上げることが SVI の目的だ。理事が地域のために動
く。理事の ICT 分野でのこれまでの豊かな経験と人脈、ハイテク企業での肩書きが活きる。
プロジェクトには仲介役が必要だ。彼らはその機能にぴったりの人たちだった。彼らはプ
ロジェクトに深入りして自分のものにすることは決してなかった。プロジェクトを自分の
ものにしたい人たちは自分たちで独自に組織を作ればよい。ビジネス性が高いのであれば
そうすべきだ。事実多くの人たちが SVI からスピン・オフしていった。 
理事は最低 8 人、30 人までが認められた14。JVSVN と同様ここでもチャンピオンとい
う呼称を使った。SVI で認定したすべてのプロジェクトにチャンピオンとして誰かが理事
として入る。チャンピオンとは実際に責任を持って仕事を動かす人だ。あるときは資金集
めに奔走し電話をかけまくることであり、あるときは子供たちのために土砂降りの雨の中
パソコンを手渡すことであり、また、あるときは政府の代表に電話して説得することであった。 
 
【どのようにプロジェクトを選別し実行するのか】 
1993 年 3 月法人格が取れた。ヤング会長が銀行へ向かっている。「一万人の部下がいた
俺が、NPO の銀行口座の開設にために車のハンドルを握っている。従業員もいない、資
金もまだない」。自分に言い聞かせるようにつぶやいている。SVI に集まった功なり名を
遂げた企業家と同様に、ヤングもゼロからのスタートに年甲斐もなく興奮を覚えていた。
みんな地域コミュニティの問題に挑む組織に強い関心がある。「みんなが地域問題解決のた
めのカタリストになる。彼らはイノベーターでなければいけない」。ヤングはそう信じてい
る。 
理事会の独立意識は強い。プロジェクトの推進に当たっては、そのプロジェクトの有用
性により優先劣後を決めた。資金提供者の圧力や地域社会の動き（Social Mandate）に
おもねることはない。プロジェクトの評価は結果で判断される。企業経営者の組織である。
独立した組織体としての独自の判断を貫き通した。 
SVI の大きな任務は、技術のベータサイトを提供することにより地域で情報を共有する
ことにある。在宅勤務の調査マニュアル15や e ビジネスのプロジェクトは既に情報公開さ
                                                  
10 NPO は州法により規定されカリフォルニア州では登録により有効。免税措置は連邦国税法により、
その都度認定が必要。NPO の太宗は 501（C）-3 条法人（慈善、教育分野など）。501（C）-3 条法人は
個人・法人からの寄付が免税。501（C）-6 条法人は法人からの寄付については免税、個人からの寄付は
免税とならない。 
11 Corporate By-laws of Smart Valley Inc. Article Ⅱ Members Section 2.1 
12 同 Section 2.2 
13 同 Section 3.6   
14 同 Section 3.2 
15 1994 年ロサンジェルス地震のときに使われた。1995 年兵庫県南部地震の時に情報提供の申し出があ
ったが日本はまだ利用できる状況になかった。人々は黙々と線路を歩いて通勤しその光景が米国西海岸の
テレビに同時放映されていた。 
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れている。SVI の調査研究の成果は広く地域に提供しなければいけない。ネットワーク技
術の発展のためにはこれが基本だ。成果物は必ず複製できるようにする。 
SVI 発の技術・ノウハウなどの成果物については、シリコンバレー域内使用を優先させ
る方針であったが、理事会は域外そして他の組織のモデルにもなるべきだと考え始めた。
またすべてのプロジェクトについてフォローアップガイドやケーススタディが準備される
ことになる。何がうまくいって、何がうまくいかなかったか、それはどうしてか、SVI の
試行錯誤の記録が残され公表される。 
事務局を担当するセスは考えている。プロジェクトに対し深入りしすぎてもいけないし、
中途半端でもいけない。地域・業界の有力者である理事の関与の仕方が難しい。未知のア
プリケーションであり新しい技術である。様々な問題が発生する。誰も決断せず、誰も行
動しないことが起こるのではないか。この組織はうまく機能するのだろうか。しかしセス
の懸念は杞憂となる。 
「すべてが成功するわけではない。成果物が全くないこともある。問題を抱えたまま終
わることもある」。理事には、リスクについての健全な理解があった。次の難題は域外企業
の参加の可否である。ワシントン州のマイクロソフト、ユタ州のノベル、マサチューセッ
ツ州のロータスなどに加え日本企業も参加を求めている。とりわけアメリカが苦汁を飲ま
された日本企業の扱いは難しかった。侃々諤々、議論は白熱した。80 年代のジャパンバッ
シングの急先鋒であったヤングが会長の NPO である。しかし、最終的には日本企業の参
加を認めることになる。ただし、条件が付けられた。当該企業がシリコンバレーにおいて
活動をしていることと当該プロジェクトに係わる主たる活動場所がシリコンバレーである
ことである。日本企業はシリコンバレーに現地法人があれば認められることになった。
NTT、三菱商事、野村総研が参加する。1980 年代後半から 90 年代前半はディフェンス・
コンバージョン（軍事技術の民間転用）が声高に叫ばれた。米国は藁をもつかむ思いで産
業再生に明け暮れた時代だった。SVI もその影響を受けている。カリフォルニア大学バー
クレイ校から北東へ約一時間、荒地のなかに原子爆弾をつくったことで有名なロレンス・
リバモア・ナショナル・ラボラトリがある。研究者一万人を越える大研究所である。その
技術移転部での技術情報公開も日本法人に対し SVI と同じ扱い方をしていた。米国にある
法人（日本の 100％子会社を含む）であれば認める。その技術を利用する場所が米国内で
あれば良い。膨大な予算をつぎ込む国家プロジェクト、宇宙開発を担当する NASA でも、
当時全米に 9 ヶ所の技術の民間転用窓口を設けて民間セクタへの技術移転を積極的に進め
ていた。NASA の技術者とニューヨークからきた投資銀行出身者がペアで対応し案件が軌
道に乗るようであれば、彼らは職を辞してその事業に合流する。アメリカではこのような
キャリアチェンジにはよく遭遇する。 
 
【NPO の社長人事】 
「いい人がいる」。副会長のミラーがヤング会長に電話をしている。「灯台下暗しだった。
上場企業の社長をやめて NPO に関心がある。時間も金もある。ICT にはめっぽう詳しい。
コロンビア大学で物理学博士を取ったつわものだ。7、8 年前ニューヨークからシリコンバ
レーにやってきた。サンドヒル通りにあるリニア加速機を使って実験を繰り返していた男
だ。私のところに来て一緒に働いていたこともある。よく知っている。情熱家だ。ただ時々
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奇抜なことを言いだして困ることもある」。ヤングが切り返す。「情熱のない人間にアイデ
アを求めることはできない。時に奇抜なことをいう人間の方が御しやすい。SVI の社長は
要職である。創業社長だ。スタッフを採用し日常業務を軌道にのせ、将来性のあるプロジ
ェクトをてきぱきとさばいてもらわないといけない。選別して理事会に付議してもらわね
ばいけない」。ミラーが続ける。「コンピュータ業界に 15 年もいるエクスパートだ。ベン
チャーを成功させた。経営の経験もある。生きがいを NPO に求めているようだ。やる気
がある。これで決まりだね」。ミラーはヤングに決断を促すように水を差し向けた。 
ハリー・サールは SVI にぴったりの人材だった。サールは驚いている。自分の培ってき
た能力と、今やりたいと考えて始めている社会貢献を一緒にできる機会が舞い込んだから
である。彼は、JVSVN の話は聞いてはいたが、社業のネットワークジェネラルが忙しく
て参加できなかった。SVI はこれから立ち上げる NPO だ。やりがいがある。サールは、
企業家魂が沸々と湧いてきた。ユダヤ人の本性かもしれない。 
サールは企業家として自分の立場を離れて高みから冷静に物事を見るすべを心得てい
る。この仕事は資金調達・スタッフの採用・プロジェクトの選定と忙しい。新時代に向け
た様々な発見をコミュニティで共有する社会貢献事業である。事業性・採算性が強く求め
られる NPO である。事業が結果で判断されることはよく承知している。 
 地域コミュニティのネットワークが最適の人物を選び出した。世界から集まってくる多
様な人材がコミュニティネットワークの中で発掘される。 
 
【スタッフの採用と資金調達】 
サール社長は早速、スタッフの採用を始める。エネルギッシュな若い人材が良い。彼ら
は何にでもチャレンジする。企業家の素質とはそういうものだ。経験を積んでいても決ま
りきったアイデアしか出てこない人よりは頭が柔軟な若い人材がよい。行動する人に彼ら
はついて行く。それがハリーの考え方だ。 
「最高に魅力的でかっこよい仕事だった」と採用第一号のスタッフ、スティーブ・エル
ストンは言う。「気がついたら、ハリー社長とヤング会長と同じ部屋で仕事をしていた。ど
こで MBA を取ったのかと聞かれると SVI でと答えている。ビジネスも産業知識も経営セ
ンスも最前線の人たちから学んだ。ケーススタディで有名なハーバード大学のビジネスス
クールでもこんなことはありえない。実に刺激的で、エクサイティングな職場だった。何
物にも代えがたい経験を積んだ」とプロジェクトマネージャになって大活躍したレスリ・
ソールとマイケル・マックレイが口をそろえて言っている。SVI は前代未聞の組織である。
ICT 業界できら星の如く輝く企業経営者たちが理事として参画しお飾りではなく仕事をし
ていた。 
「会員制の組織にしよう。一社 5 万ドルを基準として、売上に応じて徴収する。参加企
業の数は大企業を 15 社も集めれば組織は動く」。会長ヤング、弁護士スコーニアとセスは、
シリコンバレーの主要会社をリストアップする。各理事に割り振りって電話勧誘が始まっ
た。彼らは直々にトップに電話を入れる。実にうまくいった。実に効率的に資金が集まっ
た。時代が支援してくれていたのだろうか。 
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【事業の開始】 
SVI 発足後の二年間は、毎日 10 本を超える電話がはいった。さまざまなアイデアが寄
せられる。地域の期待が大きい。それらを選別して理事会にあげる。大変な仕事になった。
理事会では毎回数十の案件を処理することになった。 
電話は、自社関連の技術についての調査やテストの依頼が多かった。しかし、SVI の対
象とするプロジェクトは、息長く存続するものでなければいけない。当初はビジネス系プ
ロジェクトが中心になった。理事は業界の出身者であり、ほとんどが現役であったことも
あり、シリコンバレー地域へのアナウンスメント効果は絶大であった。彼らが集めてきた
案件は彼らのネットワークの中で人材がリクルートされ具体化される。ヤング曰く。「つき
あいのある企業関係者に連絡した。みんな気持ちよく電話を受けてくれた。そしてみんな
イエスといってくれた」。SVI がビジネスのシーズを温める。SVI は地域コミュニティの
ためのプロジェクトを生み出す機能を果たす。地域のニーズに応えるプロジェクトが進め
られる。そして地域の産業界の抱える課題にも地域ぐるみでチャレンジしていくことにな
る。 
 
【コマースネット 電子商取引の夜明け】 
ビジネス界の動きは素早かった。なかでも全米にそして世界に影響を及ぼしたプロジェ
クトはコマースネットであった。SVI が世界初の電子商取引（e コマース）のための組織
となる。世界中の企業が参加し会員数は 500 社を超えた。e コマースの可能性を探り、技
術のフィージビリティを調査する。パイロットプロジェクトのデモ、モデル化、世界標準
の策定や応用事例の検証などを行った。  
 そもそもの発端は 1992 年 11 月ジョージ・ブッシュ時代の調査団のシリコンバレー派遣
に遡る。そのときジェイ・テネンバウムが e コマースの可能性を予言していた。彼は MIT
出身のスタンフォード大学博士号でその後 SRI の研究員をしていた。1990 年にはインタ
ーネットの将来性を確信し EIT 社を立ち上げている。世界初の e ビジネス企業である。当
時はセキュリテイ・ソフトを提供していた（95 年に Veriphone が買収）。彼がこのプロジ
ェクトの火付け役となり連邦補助金申請を提案した。連邦政府は当時、技術再投資計画と
いう経済再生のための補助金制度を設けていた。理事たちは諸手をあげて賛成。ワシント
ンに強いヤングが直ちに交渉。見事に補助金を獲得する。MIT も同様のプロジェクトを申
請していたが、シリコンバレーが一歩先んじた。米国のハイテク産業史はこのころからボ
ストンを中核とする東海岸からシリコンバレーにその軸足を移している。連邦補助金を得
てコマースネットはコンソーシアム・メンバの正式募集を始める。スタッフを募集しホー
ムページも開設する。絵が挿入され色が施されている画期的なものとなった。インターネ
ット・ブラウザ（モザイク）の開発者のひとりである学生アンダリーセンがはるばるイリ
ノイ州シャンペーンからやってきてこのプロジェクトに参加したのである。コアの IT 企
業も地場の企業も続々とコンソーシアムに参加する。ヤングが果たした役割は大きい。シ
リコンバレーの社長を招いて朝食会を何度も開催。ヤングが営々として築き上げた財界コ
ミュニティネットワークが活きる。サンマイクロシステムズ、シリコングラフィックス、
HP などの IT 企業に加えて、バンクオブアメリカ、ウエルズファーゴ、ファーストインタ
ーステートバンクなどカリフォルニア州の地場の大手銀行も参加を決めた。銀行が電子商
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取引を真剣に考え始めたという事実はマーケットにこのプロジェクトの重要性を知らしめ
ることになる。 
副会長のミラーがコマースネットのチャンピオンになった。コマースネットは、ほどな
く SVI からスピン・オフし、JVSVN と同様の NPO（501(c)‐6）となる。ミラーはその
理事に就任。彼は SVI とコマースネットのリエゾンの役割を果たすことになる。 
コマースネットは地域ネットワークを構築する。インターネット導入に消極的だった企
業も巻き込むことになる。親 NPO である SVI はウェブアプリケーションが中心的仕事と
なるなかでコマースネットはその業務を請け負うことになる。 
スマートパミッティング（数ヶ月かかっていた建築許可をオンライン化で数週間に短
縮）、BADGER（サンフランシスコ湾岸地域の地理情報のデジタル化プロジェクト、標準
化とオンライン化）、BAMTA（サンフランシスコ湾岸地域マルティメディア技術アライア
ンス）などのプロジェクトも有名だ。それらは世界に先駆けたプロジェクトとして成果を
上げていく。地域コミュニティ密着型のプロジェクトも続々登場した。若年、特に学生向
けのアルバイト情報を提供するプロジェクト（Youth＠Work インターネットによる雇用
マッチング）、インターネット・キオスクとなった PAN（パブリック・アクセス・ネット
ワーク、図書館が最大のユーザとなった）、スマート・ボータ（政治家情報の掲載サイト）、
地方公共団体の情報を提供するガブガイドなどである。これらのプロジェクトは SVI のス
タッフの支援の下で粛々と実行に移されていった。 
 
【ネットデイ】 
SVI は JVSVN の 21 世紀教育改革委員会と組んで「チャレンジ 2000」というプロジェ
クトを立ち上げた。その目的はシリコンバレーに世界最高水準の教育システムを構築する
ことにある。21 世紀にふさわしい生産性の高い人材を育成すること。学校と地域に呼びか
けて彼らのコラボレーションにより ICT 時代にふさわしい教育内容を構築し提供するこ
と。そしてパブリックとプライベートとのコラボレーションにより教育改革を進めること。
このような試みが沈滞する地域コミュニティをよみがえらせると彼らは考えている。 
SVI が担当したのは、ICT 教育の部分である。プロジェクト名は、スマートスクール。
生徒だけが対象ではない。学校教員、PTA や地域コミュニティの人たちも対象としている。
彼らを早急に ICT に馴染ませる必要がある。ネットデイというプロジェクトが誕生する。
地域の学校のすべての教室にパソコンを配備しネットにつなぐ。それをコミュニティをあ
げて取り組もうとするものだ。シリコンバレー2 郡の小中高等学校は約 500 校。当時のイ
ンターネット接続率は学校レベルで 31％、LAN 接続率は教室レベルで 33％。ネット環境
が整備されているとは言い難い状況にあった。父兄にはハイテク産業で働いているものが
多い。しかし彼らの組織的な学校サポートはなかった。州政府の財政は赤字が累増。学校・
教員の削減などの大ナタが振るわれていた時代である。生徒一人当たりの投資額が全米 50
州中 42 位という惨状にあった。 
ネットデイの発端は 1995 年のワシントンから電話であった。「大統領がシリコンバレー
を訪問する。今回は学校訪問が希望だ。ボランティアデイをそこで行うつもりだ」。これを、
聞いたサンマイクロシステムズのチーフサイエンティスト、ジョン・ゲージは、「その日を
ボランティアが学校に行ってインターネット接続作業をする日にしたらどうか」と提案す
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る。ホームページに学校リストを載せてボランティアを募集すればよい。ワシントンは政
治ショーに仕立て上げようとしているのではないかとの危惧があった。当初 SVI 理事会は
「格好はよいが、中身が詰まっていない。リスクが高すぎる」と反対した。「見映えはよい。
この難しいプロジェクトを成功させたい。全力を挙げる。SVI をアピールする絶好の機会
だ」。サールの後任の若き社長ピート・シンクレアが理事会を説得してしまう。 
ヤング会長が教育関係者や教育に関係の深い企業の有力者とネットワークを組む。民間
企業の協力の輪を広げネットデイの意義を住民に膾炙し世論を盛り上げる。SVI のスタッ
フは研修講師（無償）派遣やケーブルや機材の提供依頼に走り回る。ホームページでの e
メールの威力は絶大だった。不特定多数のボランティア層とのコミュニケーションに成功
したのだ。彼らは彼らが具体的に何をやればよいのかを理解した。学校名・学校の事情を
理解した。講習を予約する。彼らから彼らの友人関係者にメールが転送されネットデイ・
ボランティアの輪が広がる。 
SVI は、ネットデイ技術委員会を設置し、スマートバレーテクニカルガイドブックを準
備した。インターネット導入希望の学校に対して、このガイドに基づく ICT 導入計画の策
定を義務付けた。各学校で作成された計画書は技術委員会で審査される。この委員会をパ
スすれば教室の無償ネットワーク化が実現する。学校サイドも真剣だ。学校の先生の ICT
利用者としての意識が高まり、情報リテラシー向上につながった。しかし学校との連絡は
大変だった。ファックスもボイスメール（留守番電話）もないところもあった。そのよう
な状況も彼らは乗り越えた。 
ネットデイプロジェクトはパソコンと e メールを駆使した当時としては極めて高度な地
域コミュニティのナレッジマネージメントの実験でもあり、大規模なプロジェクトマネー
ジメントでもあった。Window95 が発売されたのは 1995 年、PC 普及が始まったばかりで
ある。100 を超える学校を ICT 化のレベルに応じて振り分け実施認定を行う。1000 名を
超えるボランティアをチームに編成して適材適所に配置する。パソコンやケーブルなどの
資材を用意して配送する。予算はない。機材を含めすべて寄付とボランティアに頼らない
といけない。戦略を明確にし手順や段取りに支障があってはいけない。大統領・副大統領
を迎える大イベントとしてお祭りとして演出することも必要だ。SVI の数人のスタッフで
この複雑なプロセスを実行した。 
「作業のしやすいジーンズとスニーカーで集まろう。ネットデイの T シャツと道具は忘
れずに」。シリコンバレーにこんな e メールが飛び交った。1996 年 3 月 9 日の土曜日、シ
リコンバレーはネットデイに沸いた。クリントン大統領とゴア副大統領もつなぎ服に身を
包みケーブルを引きずりながらかっこよく登場した。片やワシントンでは背広姿のブラウ
ン商務長官がそれを見つめている。そんな光景がテレビに映し出された。ネット接続作業
は粛々と進められた。このイベントはチームメンバーそれぞれに役割を振り分けないとい
けない。そして作業は用意ドンで始められた。リーダーが指示をする。どこが一番になる
かを競わせるゲームになっている。はるばる東京から来た日本人は英語もできず役に立た
ない。参加を拒否されたが、「でもビール運びなら」と許可が出た。日本人も同じ T シャ
ツを着て頑張った。 
第一回に参加した学校は約 100 校、参加人数は登録者 800 人に対し、当日は関係者を含
め 8 千人を超えた。ネットデイは同年 10 月 12 日、翌年 2 月 25 日の都合三回実施された。
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1 年半で 425 校の 10500 教室が LAN ケーブルによるインターネット高速接続が可能とな
った。地域の 85％の学校が接続された。企業とボランティアの提供した資源（寄付、資材
提供、労務提供）は総額 27 百万ドルに相当した。ゲーム性やチームワーク手法に訴えた
ことが功を奏した。このイベントは先生と父兄との距離と時間を克服するという副産物を
生んだ。「技術がグレードを決めるのではない。父兄の参加の度合いがグレードを高める」。
みんながそう感じた。 
ネットデイを通じて強い地域コミュニティが創られていった。学校を中心としたヒュー
マンネットワークが構築されたのである。学校の ICT 設備に何か問題が起こると彼らがは
せ参じる。先生と地元の技術者とのつながりが学校の ICT 化を支えることになる。地域コ
ミュニティが地域の問題を解決したのである。 
 翻って日本を見ると、お役所任せで無駄を積み上げることが多い。当時パソコン配付と
インストラクタ要員予算は 1000 億を超えていた。残念ながら購入申請から配付までお役
所仕事で一年以上を要し配付時にはバージョンが変わっている。校長がパソコン導入の責
を負う。使いこなせる教員が少なく、仮にいたとしても異動のリスクがある。3 ヵ年契約
の臨時教員としてインストラクタを雇うことも可能であるが給与も安く腰掛的な職場とな
る。マネージメントも面倒だ。パソコン授業を実施するリスクをとる校長は極めてまれで
あった。結果生徒たちは世の中の流れからは取り残される。 
 
【PC デイなど】 
シンクレア新社長は教育関係に力を注ぐ。学校の教員へのパソコン無償提供プロジェク
トを企画する。インテルやパッカードベルなどの IT 企業に協力を依頼する。リサイクル
企業も巻き込む。またパソコンをボランティアに依頼して製造した。教育熱心な先生をネ
ットデイ同様に計画書の提出・審査で選んだ。PC 進呈式は PC デイと銘打ってサンマテ
オ郡のアラゴン高校で開催。企業関係者約 100 名を含め千人の人が集まった。PC を進呈
された教員は各学校でリーダーとなって活躍する。それは学校区のテクノロジープランナ
の養成にも一役買った。そして、PC デイ参加の教員ネットワークはホームページの作成・
定期的なフォーラム開催・PC ベストレッスン・コンテストの開催・教員のサポートデス
クの設置・ユーザーミーティングの開催、さらには IT プロの協力を得て『ネットワーク・
マネージャ・プラニングガイド』の策定にまで発展した。 
「学校など地域の組織ユニットのリーダーがネットワークの価値を理解しなければ、生
徒も住民もついてこない。ネットワークは新しい時代を牽引する。リーダーはその重要性
をしっかり理解しなければいけない」。これは会長ジョン・ヤングの基本思想である。この
思想がスマート・スクール・リーダーズ・オンラインを発足させる。教育界のリーダーの
啓蒙が始まり教育界と民間企業の交流の場も設けられることになった。コストをかけず彼
らは自分たちだけで時代の潮流に乗ったのである。SVI は革新期の地域コミュニティの教
育改革という難問解決にカタリストとしてその役割を果たしたのである。 
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3. 論点の提示 
 
ここで取り上げた事例は SVI のものである。本稿では分析対象としてその親 NPO であ
る JVSVN の事例16も含めシリコンバレーコミュニティの分析を試みる。 
彼らの「かろやかさ」はどこから来るのであろうか。自由を求めて理想国家を創造しよ
うとした人工国家アメリカである。またその中でもリバタリアン的心性が強い（経済的に
も政治的にも自由を優先する）といわれるシリコンバレーの人たちである。彼らは時代の
動きをいち早く察知し企業人も一人のコミュニティの一員としてこのムーブメントに参画
し地域イノベーションのうねりを生み出した。人々を組織化し NPO 法人化し、地域コミ
ュニティをマネージし、地域コミュニティへのマーケティングを怠らず、コミュニティ人
事を行い、そして産業界と地方公共団体との責任のなすりあいに帰結していた非難の文化
を乗り越えた。JVSVN と SVI は構想力と機動力に富む地域イノベーションのメディアと
して機能し様々なプロジェクトを構築し、さらには、人々のきずなの形成にも成功した17。
いつもそこにはプロボノとしての専門家的人たちがいた。法規制のしがらみも少なく政府
の介入もなく、G-PDCA を実行した。そうして勝ち誇るように、地域経営のビジョンとし
てシリコンバレーに生まれ大企業となった HP（Hewlett Packard）社の HP ウエイにな
ぞらえたジョイントベンチャーウエイ18を掲げ、ソーシャルキャピタルという視点ではシ
リコンバレーウエイ19を提唱するに至る。彼らは個々人がただ自由に、より豊かに楽しく
人生を過ごすために地域コミュニティの未来を構想してみせたのだ20。この 2 つの NPO
からいろいろなものがみえてくる。いくつかの論点を提示してみたい。 
 
  
                                                  
16 小門（2012a） 補論参照 
17 シリコンバレーのソーシャルキャピタルについて付言する。コールマンが指摘しているようにソーシ
ャルキャピタルは社会構造にはめ込まれている個人が行動することにより生ずる。パットナムの定義であ
ればシリコンバレーのソーシャルキャピタルは、多文化多民族で個々人の市民的関与の程度が低く、低い
とされる（Cohen 他参照）。私は限りなくリバタリアン的心性の人たちが経済社会を構成しており、同時
に彼らにはシティズンシップが涵養されているところに注目している。従って、青木の定義「身分、社会
的承認、感情的安定などの無形資産を含む、個々の経済主体が社会的交換ゲームにおける共同体との協力
的な付き合いから得ることが期待される将来便益の現在価値和のこと（青木 2003p.228）」によりソーシ
ャルキャピタルは存在していると主張している。シリコンバレーには様々なコミュニティが併存しそれら
が bonding と bridging のネットワークで結ばれている。Cohen と Field が懸念した点も払拭される。ま
た Community Foundation of Silicon Valley の調査によっても、JVSVN と SVI のコミュニティ運動を
通じて少なくともボンディング的ソーシャルキャピタルの誕生あるいは増加が示めされている。 
18 それらは、①コミュニティが責任を負わなければいけない②クラスタ（集積）が地域経済の原動力で
ある③協働作業（コラボレーション）が経済をコミュニティに結びつける④継続的改善が大原則（倫理）
である⑤市民企業家が触媒となる⑥必ず実行するという約束と実践（コミットメント）が鍵であるの六つ
である。  
19 ①地域に恩返し(giving back) するという考え方が根付いている②コミュニティの投資家として、地域
の変革を指向し、成果を生み出すために自らプロジェクトに積極的に関与する③投資をするときは、迎合
的ではなく、その人の強い確固とした独立した決断に基づいて行う④シリコンバレーの人達は海外を含め
地域を越える絆が形成されている⑤皆が職を持ち働くために連帯感を共有している。 
20 小門（2012a）p165  
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3.1 ボランタリー経済としてのシリコンバレーコミュニティ 
ボランタリー経済とは自発的経済圏であり自発する公共圏のことである21。キーワード
は個人の自発性と相互性22、そして動的な情報23である。それは近代の自律した個が生み出
した空間で、そこでは個はあくまで弱く孤独でその弱さゆえに自発的に動かざるを得ない
ことを想定している。その結果個人は情報に傷つくが、他者との相互性の中で彼自身成長
する。そのような構造をもっている空間をボランタリー経済と呼ぶのである。それは、大
きな物語が想定する強い個を基本とする経済システムではなく、弱さ（フラジリティ）や
傷つきやすさ（バルナラビリティ）ゆえに情報に彷徨う個が新しい価値を生み出し、それ
が起爆剤となる24。弱々しく見えるがリジリエントな経済システムである25。 
JVSVN、SVI に集まる人たちは、自発性に富み地域への問題意識が高い。そしてそのよ
うなことに係るのが面白くてしょうがないといった心性をもっている。彼らは普段の競争
社会ではない異なる社会的関係性を求めている。自発性と相互性への期待が同居している。
彼らはネット革命を巧みに捉えることで地域の活性化を行おうとした。新産業も射程に入
れていた。彼らのもつシティズンシップが公共財を持ち寄り創り上げその普及促進を行っ
た。そこにはいわゆる市場競争ではない、より人間的な「遊戯としての競争」26 のような
世界を感じることができる。彼らはさらに既存の政治システムにも疑々を抱き広域地域の
ガバナンスを唱え新しい公共圏をも構想した。 
シリコンバレーコミュニティにも同様の競争的側面をみることができる。「シリコンバ
レーの歴史はネットワークの歴史である。それは電子的なネットワークではない。人々の
交流（interaction）というネットワークである」27。シリコンバレーコミュニティのその
ようなネットワーク性が基本インフラとして機能して従来より競争と協働が同居し、競争
相手との情報交換を許す土壌をつくりあげた。そこでは当然のことながら自発性を阻害す
る組織や統制が嫌われ、自由に飛び交う動的な情報28が価値を増殖するのに好都合な環境
がつくられているのである。 
シリコンバレーは自発性とその相互性に大きく依存し、それにより発展してきたところ
である。生来、技術者は自身のナレッジや情報を披歴し、それを他の技術者に認めてもら
うことを欲している。彼らは見せたがりであり認知欲求が強い。動的な情報が溢れでる。
また、メンター、エンジェルやベンチャーキャピタルとベンチャー起業家の関係において
も、動的な情報が交換されるヒューマンな関係性の中で経済的機能が発揮されている。そ
のような積み重ねがイノベーションの源泉になっている。シリコンバレーコミュニティは
ボランタリー経済と市場経済とのバランスの中で進化をしているようにみえる。知識経済
下でのナレッジや情報は基本的に人間の贈与的交換29を通じて形づくられ市場的交換で結
                                                  
21 下河辺 p329 
22 同 p9  
23 今井・金子（1988）p156 
24 下河辺 p160 
25 同 p153 参照 
26 猪木（2000）p107 
27 シリコンバレーで活躍する世界的に有名なコンサルタントであるレジス・マッケナーが SVI の紹介文
の冒頭で述べていたもの。 
28 今井・金子（1988）参照。 
29 情報のやりとりについての言葉として定義したい。限りなく提供に近いという意味での贈与である。
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実する。 
 
3.2 地域イノベーションを起動するシティズンとその駆動力となった 2 つの NPO  
JVSVN と SVI はシティズンの自発性と相互性が生み出した組織である。彼らの行動す
るシティズンシップが地域を目覚めさせ地域を動かした。PPP を実現し地域政策を立案し
地域イノベーションに貢献した。 
 
(1) 公共財の普及促進と地域イノベーションの創出 
SVI は、経済社会を激変させるような革新的技術、インターネットが突如公共財として
提供されるようになったタイミングを捉えて誕生した組織である。そしてそれはインター
ネットを利用するための関連技術やシステム開発のテストベッド的機能を担い、関心のあ
るものが交流できる地域のメディアとなった。SVI ではネット利用技術を公共財と見なし、
知財の公開を大原則とした。そしてビジネスに発展する可能性が極めて高いプロジェクト
については個別の資金調達によるクラブ財（準公共財）的な扱いを明示し、特定のグルー
プを組成して、技術開発を進めた。SVI からスピン・オフすることも自由である。インタ
ーネットブラウザの開発者の一人シカゴ大学のアンダリーセンもいち早く SVI に参画す
るがネットスケープ設立時には SVI からは離れている。民間のイニシアティブで革新的公
共財であるインターネットにより地域コミュニティを刺激し技術を普及させアプリケーシ
ョンの創造を実践した30。 
インターネットはロジャース31の指摘する比較優位/適合性/わかりやすさ/試用可能性/可
視性の要件に該当する技術であり、SVI はそれらを明示し普及・促進に貢献した。そこに
はイノベーターが現れ企業のみならず教員や公共団体の職員（アーリーアダプター）をも
巻き込み情報が共有された。ロジャーズの言う伝播（diffusion）が地域において加速化し
たケースとして興味深い。 
 
(2) パブリック機能代行機関としての 2 つの NPO とその仕組 
彼らの「かろやかさ」は法人の設立意識や設立の簡便さにも関係している。プロジェク
トの性格からファイナンスの手法を出資金にするのか寄付金にするのか税金にすべきなの
かを決める。収益は配分するのかしないのかを決めれば法人の設計はそう難しくない。設
立は登録のみ。但し NPO の場合は税法の特典を受けるためには IRS（連邦国税庁）との
交渉が必要だ。ガバナンスの仕組みは株式会社も NPO も同じで、カリフォルニア州法を
                                                                                                                                                  
技術者は概して見せたがりであり、将来面白い話があれば当然その時情報提供を受ける。相談に乗っても
らおうとする。そのような対等な関係性の中での贈与概念である。彼らの世界で評判をとりたい、認めら
れたいという欲求はある。しかし権力を押し付けるものではない。決して返礼としての債務を将来的に負
わせるものではない。ただ楽しく情報の見せ合いとしての交換が行われるだけである。学問の世界で論文
が著作権フリーで流布する世界に似ている。このような「かろやかな」贈与的交換がシリコンバレー・コ
ミュニティにおいても行われている。返礼を絶対としない贈与行為である。市場的交換とは贈与的交換が
人間関係であるのに対して、利潤動機的な合理的な判断を伴う交換のことを意味する。 
30 NGO、ボランティア組織、専門家のコミュニティが……技術のイノベーションの移転などといった
公共財を供給したり、その必要性を勧告するという局面において重要な役割を果たしうるという認識が高
まってきた（青木（2003）pp60-61）。 
31 ロジャース参照。 
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みると会社法の一部に NPO（正確には Non-Profit Corporation の章）の条文が含まれて
いる。また SVI はその定款で組織の機動性や意思決定の迅速性を担保するため、会員は置
かず、理事会にすべての決裁権限を与えるつくりにしている。また、SVI はプロジェクト
遂行型組織であることから事業目的の完了を 5 年と定め解散時期を定めている。彼らはシ
ティズンシップを発揮して自主的に行動をとる。その結果が PPP であり、JVSVN の場合
は明らかに政府に代って政策を立案し実行した。 
スエーデンの社会学者ペストフは営利/非営利・公式/非公式・公共/民間と機能分類し政
府・コミュニティ・市場を切ってみせたが、米国のこの 2 つの NPO は日常的な市場経済
を基盤としてコミュニティの人たちの自主的で自発的な行動の帰結として非営利の組織を
つくっている。シティズンとしてアントレプレナーシップの高い人々が動き、そしてそこ
に地方公共団体が合流する。すべては地域コミュニティの人々の自主・自発・相互性の産
物であり合理性の行き着くところである。市場経済の中にいて彼らがそもそももちあわせ
ていた贈与的交換本能を発揮させたところに NPO が生まれているようにみえる。彼らの
意識はサード（三つ目の）のセクタではなく、プライマリ（第一の）のセクタなのであろ
う。今回のシリコンバレーのムーブメントはアメリカ建国時の地域コミュニティの創設を
彷彿とさせる。ドラッカーが 1990 年代の初頭、NPO のことをサード・セクターと称し米
国経済にとって極めて重要なプレーヤーだと紹介し、それが意義あるシティズンシップの
領域（sphere）を創造すると書いたが32、シリコンバレーには当然のものとしてそれが存
在した。 
 
(3) ベンチャーキャピタル手法による地域政策の策定 
草の根の人たちのシティズンシップに発するアイデアが地域の政策プロジェクトとし
て提示される。それを、ボードを中心とする審査委員会のメンバーが実効性・実行性を精
査し選定を行う。選ばれたプロジェクトは NPO が支援する。意思決定者となるボードは
地域を知悉し政治的にも経済的にも顔が利き地域コミュニティの信望の厚いベスト・アン
ド・ブライテストの布陣であるともいえる。資金はプロジェクトごとに個別に募集・管理
される。プロジェクトに対してはボード及びスタッフによる協力体制（ハンズオン・マネ
ージメント）が敷かれ、しかるべき人材をプロジェクトの長（CEO）として指名し、その
プロジェクトには役員の内の一人がコミットする。そして毎年そのプロジェクトの実行性
が厳しく審査される。資金見通しを示さないと即打ち切りである。政策を立案して誰かに
丸投げするのではなく立案者自らが実行ししかるべき人材の供給と人事がなされる。現場
密着型の政策遂行である。これがプロジェクトを成功に導く。また親の NPO である
JVSVN から SVI が分離し、SVI からコマースネットが分離されるなど採算性の高いプロ
ジェクトについては速やかに本体から切り離し子会社的組織（NPO）として自立させ政策
の実効性を高めている。当事者により地域の課題が提示され政策の策定そして実行へとつ
なげている。彼らはプロジェクトに参加し関与し責任を果たしている。ここでも贈与的交
換と市場的交換の巧みなコンビネーションをみることができる。なお、四つの W（wealth, 
wisdom、wallop《影響力がある》、work）が NPO のボード資格としてコミュニティで認
                                                  
32 Peter Drucker Vol.1, No.2 (Winter 1990-1991) "Uses and misuses of history in the debate over 
immigration reform" 
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識されている。 
 
3.3 リバタリアン的心性と彼らの資本主義／彼らの自治の伝統 
シリコンバレーは、欧州近代という思想の優等生であり経済的には資本主義を推し進め
世界の範となろうとするアメリカの紛れもない一部であり、その伝統を継承している。近
代は企てに始まる33。シリコンバレーにはその企てという時間への挑戦を起業という形で
価値の極大化を図ろうとする人たちが多い。時間への挑戦という試行錯誤はシリコンバレ
ーが準備した洗練された資本主義の諸制度が巧みに掬い取ってくれる。そしてその挑戦は
市場経済でありながらヒューマンな贈与的交換という形で激励され加速する。多産多死の
構造をはらみながらも再チャレンジが様々な贈与的交換により奨励・補填されている。 
言うまでもなく近代の個というのは自立するがゆえに孤独でつながりを求める。外から
は強く見えるが自分の弱さをよく自覚している個である。自由に助け合うことを学ばなけ
ればすべて無力に陥ってしまう個なのである34。彼らは時間観念35に敏感でつながりを渇望
する人たちであり、だからこそ自分たちに相応しい秩序を自分たちでつくろうとする自発
性に富む人たちなのだ。 
資本主義はアダム・スミスの自主自立の個が自己利益を追求する「神の見えざる手」の
時代から大組織大企業による「見える手」の時代を迎え社会は大衆化した。アメリカは巨
大化し大組織に安住する個の自律性は薄れ、リースマンのいう他人指向社会へと進んでい
った36。しかしながら、知識社会化はそれを覆す大きな出来事となった。そして今 ICT 革
命により個の自律化がより容易な環境になっている。市場機能が進化しスモールプレイヤ
が大企業の効率性を上回る。リチャード・ラングロアのいう「消えゆく手」の時代、つま
り個人に活躍の場が拡った自律分散経済の時代が到来している37。シリコンバレーはその
先頭を切って走っている。彼らは動的情報を編集することができるイノベーターである。
彼らの土俵とする組織（会社）も彼らがより楽しくより広範に活動するための場であり彼
らにとっては一つのメディアにすぎない。法人とは個々人の契約の束であり、明らかに擬
制的に存在するものにしかみえない。安心のメンバーシップをもらう集団では決してない。
そこでは法人が実体化し独り歩きをすることはない。人々の組織38へのこだわりは少ない
が、一方で組織をいとも簡単につくりあげる。そしていとも簡単にそこから離れていく。
組織の解散を前もって決めることもある。自由でオープンでカジュアルというのはそうい
う生き方のことなのだ。 
シリコンバレーは地政的にはアメリカの西の僻地にある。東部エスタブリッシュメント
の地域や中央政府のあるワシントン D.C.からは極めて遠い。彼らはそれを誇りにしている。
                                                  
33 今村第 5 章。 
34 民主的民族では、すべての市民はひとりびとり独立しており、そしてひとりでは弱いのである。彼ら
はひとりびとりとしては、殆ど無力なのである。そしてそれらの市民たちの内の誰一人として自分の同類
者たちを自分自身に協力させるように強いることはできないであろう。それ故にそこでは、すべての市民
は自由に助け合うことを学ばなければすべて無力に陥ってしまうのである（トクヴィル pp202-203）。 
35 不可逆で量的時間観念イメージ的には直線。プロジェクトを実行する未来のある時間観である（真木
参照）。 
36 下河辺他 p345、pp353-354 
37 ラングロア参照。 
38 シリコンバレーの企業に集まる個はミッションを共有して楽しく働くことが優位にある。 
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それは、産業革命が起きた時のイギリスのグラスゴーやバーミングハムが中央から離れて
いるが故に産業革命を推進したという構図を想起させる。そこでは哲学者や道徳学者まで
が新しい技術やその応用に関心をもち新しい知識の結合や形成を支援し、ジェームズ・ワ
ットを見出したボルトンなどインキュベータやネットワーカーが活躍したと伝えられる。 
シリコンバレーコミュニティの人々は社会問題に対処しようとしたのではない。欧州に
見る粘着的な社会的企業をつくろうとしたのでもない。彼らは遠く未来を見つめて、まず
は衰退の危機にある地域を ICT 革命の波を捉え活性化させ、そして来たるべき時代に相応
しい適切な規模の政治経済圏（広域地域：region）を構想してみせたのである。彼らが見
ていたのは生き生きした理想の地域コミュニティであり、その成否は地方的自由39による
信頼関係に基づく自発性と構想力にある40。 
彼らは地域の人たちのアントレプレナーシップ41に訴えかけた。地域のベスト＆プライ
テストを結集させ権威を創造しようとした。この運動は彼らをしてアメリカ建国時代を想
い起させたに違いない。ここでこの運動に重要な役割を果たした人物をもう一人紹介しな
いといけない。ダグラス・へントンである。彼は元 SRI（Stanford Research Institute）
のコンサルタントであり、イエール大学とカリフォルニア大学バークレイ校で政治経済
学・経済学・公共政策を修め、そして大統領経済諮問員となりノーベル賞をとることとな
ったジェイムズ・トービン、ウイリアム・ノードハウスやウイリアム・ニスカーネンにも
師事した知識人である。その彼が JVSVN のコンサルタントとしてこのムーブメントのシ
ナリオを描き参謀として機能した。同時に彼は、シリコンバレーの人たちをつぶさに観察
し、アメリカ人にとってのこの運動の意義について考え始めていた。彼はこの運動が一段
落したところでイギリスのオックスフォードに旅立っている。アメリカ人の DNA を確認
するかのように、そこでアングロサクソンのリーダーシップ論を学びなおし、帰国後全米
に飛び火したジョイントベンチャーのムーブメントを一冊の本にまとめ上げた。タイトル
が“Civic Revolutionaries（市民革命家たち）”42である。その本にはアメリカ建国時代の
思想や物語がちりばめられている。 
 この運動に参加した人たちは、紛れもなく欧州近代の流れをくみ自分たちのコミュニテ
ィは自分たちでつくるというシティズンシップと強い自治意識を持つアメリカ民主主義を
実践している人たちである。その彼らが成熟した民主国家アメリカの地域政策の不在を嘆
き、短期指向に陥る政治家を補完すべく、アメリカ建国の原点に立ち返って自らがイニシ
アティブをとる地域の再生シナリオを描き実行しようとしたのである。彼らは、民間企業
ではその行動が利潤動機とみなされ民意を得られず、そしてまたカリスマ性のある指導者
ではコミュニティに対して短期的な貢献は行うが持続性のあるリーダーになりえないとい
                                                  
39 地方的自由によって、大多数の市民たちは自分たちの隣人たちと親しい人々との愛情を尊重するよう
になる。そしてこの地方的自由によって、市民たちを引き離す本能にもかかわらず、人々は相互に絶えず
近づきあうようになり相互に助け合うようにされる（トクヴィル 下 pp196-197）。 
40 当時のアメリカは、ハーバード大学のマイケル・サンデルの「市民社会は国家レベルではなくてコミ
ュニティレベルに於いてのみ実現（回復）する」や『歴史の終わり』を著したフランシス・フクヤマの「よ
り発展した資本主義経済へと発展するためには信頼に基づいた生き生きした市民社会が不可欠である」に
代表される考え方が一般的であった。 
41 オーストリア学派のミーゼスはアントレプレナーシップとは特異な人がもつ能力でなくて人間の本
源的に潜在する資質であると指摘している（ミーゼス p279）。 
42 邦訳は小門裕幸監訳 『社会変革する地域市民』第一出版 2003 である。 
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う確信を持っていた。彼らは自分たちのことを市民企業家と称した。それはこの運動に参
画した人たちが市民性（citizenship）と企業家性（entrepreneurship）をともに持ち合わ
せていたからである。そして彼らは政治家と市民企業家との協働による地域圏の形成と新
しい自治形態を指向したのである43。 
 
3.4 リボルビングドア（回転扉）を行き来する人生、そして彼らの成長 
彼らは、知識経済が進化する世界で自由な生き方を希求するリバタリアン的心性をもつ
人たちである。彼らの多くは、自分のキャリアはあくまでも自分が決めるというサブジェ
クティブキャリア44意識をもち、生き方（know-why）を常に問い直し（リフレクト）自主
的なネットワーク形成（know-whom）を問いかけ（リフレクト）専門性（know-how）の
向上を常に意識する（リフレクト）知識経済で求められるインテリジェントキャリア45を
実践する。シリコンバレーでは組織もコミュニティも概してその垣根が低い。彼らはその
間を行き来する。ドアは閉まっているが開けることができる。回転ドアのように押せば入
ることができる。退出も出戻りも自由である。自発性がドアを押す勇気を与え、新天地の
新しい空気が個人をインスパイアする。多彩な人間関係が形成され専門性が磨かれる機会
が増える。彼らは回転ドアをくぐることの重要性を知っている。ポータブルなナレッジを
携行して組織の境界を越えて働くバウンダリーレスキャリアという概念もシリコンバレー
で生み出された。スタンフォード大学の心理学者クランボルツは計画的偶発性というキャ
リア形成のための心の持ち様を提示している。常に好奇心をもち柔軟で困難にめげず趣旨
一貫していて楽観的でリスクをとるべき時にはリスクをとることの五つである。それらは
シリコンバレーの精神そのものである。またシリコンバレーの企業の重要な人事政策は、
人材育成というよりも優秀な人材をいかに引き止めるかというリテンション・マネージメ
ントにある。 
リボルビングドア社会シリコンバレー、自分の人生を自分でデザインし、インテリジェ
ントキャリアを実践し、ドアを押す勇気があれば人生が花開く。自分に問いかけ問い直し
をする機会が至るところに設けられている。集団から離れ孤独であるがゆえにつながりを
渇望し、人との接触で傷つくことも多いが、多種多様の組織やコミュニティが用意されて
いてそこで励まされ、強かに楽しく生きていくことができるシステムが用意されているよ
うにもみえるのである。ここでも贈与的交換と市場的交換が巧みに融合するという形がみ
えてくる。 
  
3.5 地域イノベーションを演出するシリコンバレーコミュニティの「かろやかさ」とそれ
を実現する 3 つのエンジン  
自由でオープンでカジュアル、日本人から見ると「かろやか」に見えるシリコンバレー。
いまなお全米のそして世界中の人々を惹きつける。そこでは様々な情報が飛び交い交錯し
情報のカオスを生みだしている。その混沌とした世界にチャレンジする有力な人材・企業・
                                                  
43 同上参照。 
44 Svetlana N. Khapova, Michael B. Arthur, CelesteP, M. Wilderom, “The Subjective Career in the 
Knowledge Economy”,  Handbook of Career Studies, p115 
45 同上 p122   
Hosei University Repository
インターネット革命黎明期のシリコンバレーにおける地域イノベーションの考察 
（2 つの NPO の事例研究を踏まえて） 
イノベーション・マネジメント No.11 - 99 -
大学など核となる組織が絶えず現れる。彼らが情報メディアの役割を果たしている。複雑
に混ざり合う情報は融合・組み換え・組み合わせ・乗り換え・更新など様々に形態を変え
る。そのマグニチュードもその頻度もそのスピードも半端ではない。多産多死でありなが
ら飛び跳ねる動的情報が創発し光明がみえる。新しいアイディアが結実し起業プロセスに
乗り価値を生みだす。対等な人間の関係性において贈与的交換が楽しく繰り返され、そし
て選択的に合理的な市場的交換プロセスに流し込まれる。イノベーションが起きるのであ
る。 
1960 年代シリコンバレーはヒッピーの発祥の地となりニューミュージックを誕生させ
た。1970 年半導体革命、1980 年代 PC 革命、1990 年代以降インターネット革命と振幅の
大きい盛衰を繰り返してきた。彼らはそれらを革命と呼ばずにラッシュと言っている。文
化的にも大きな変化を生みだしながらもその社会は安定している。18 世紀イギリスの有名
な政治学者エドモント・バークが抽象的な自由や人権を持ち出して社会を転覆させようと
したフランス革命を批判し、社会のホメオスタシス（恒常性）46の重要性を主張した。シ
リコンバレーはアングロサクソンの経験主義が基本にあるのであろう。自由を謳歌できる
場でありながらイデオロギーの突出はみられない。シリコンバレーに秩序をもたらしてい
るのは中央政府からの統制の傘がなく自由度が担保されているからではないだろうか。ス
タンフォード大学の学者たちは 2000 年に繁栄を極めるシリコンバレーをテーマとして
The Silicon Valley Edgeを著した。彼らはシリコンバレーを世界の先端地（leading edge）
であると同時に、素晴らしい生物の生息地、ハビタット47であるとした。生物が複雑系を
ダイナミックに相互に依存しながら進化をとげる。そのような空間として認識したのであ
る。その後経営学でもエコシステムという概念が提示されたがシリコンバレーは地域コミ
ュニティとして様々な機能が存在し相互に動態的に補完的で全体としてバランスがとれ成
長している。それぞれの人々がそれぞれの組織がそれぞれの進化をとげながらそれぞれの
機能を果たしている。動態的にである。このハビタットをハビタットたらしめているのは
シリコンバレーにあるゲームのルールではなかろうか。ゲームのルールが明快であれば楽
しく安心して遊ぶことができる。不正に対しては審判が公正な判断を下してくれる。それ
が信頼感を醸成している。失敗しても人間が否定されるわけではない。むしろそのチャレ
ンジが称賛され、チャレンジが繰り返される。役員のリスク感覚も日本のそれとは異なる
ようだ。血と汗の結晶である知的財産は正当に評価される。青色ダイオードの発明で有名
な現在カリフォルニア大学サンタバーバラ校で教授に就任している中村修二は日米での裁
判の経験をもつが、米国での裁判は社会や世間の影響は受けずあくまで個別事象について
実証主義に基づき徹底的に議論されると、彼我の差について感慨を持って語ったことがあ
る48。 
シリコンバレーにはゲームのルールを支えるエンジンが三つあるのではないかと考え
始めている。一つはエクイティ文化と呼ぶべきものである。負債ではなくてエクイティ（株
式）が主体の社会の構図といってもよい。彼らは出資という営為についても情の世界と合
理性の世界を頭の中で切り替えることができる。成功者は寄付を行う。投資するというこ
                                                  
46 小門（2012b）p67 
47 Miller 他 pp3-4 
48 「民事裁判の活性化のために」LIBRA Vol12 No.6 2012/6 
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とが若者に賭けることでもあると認識している。と同時に、会社がキャッシュフローの価
値物体であると割り切ることもできるのである。会社での地位や会社の他者への継承には
未練がない。それは機能として株主や経営者をとらえているからだ。株主が経営者に対し
委任し経営者はそれを受けて株主に対しアカウンタビリティを果たすことが最重要事項で
あり、会計（アカウンティング）の仕組みがその責務に応え、それをボード（取締役）が
監督するという仕組みをつくりあげている。二つ目はコモンローというエンジンである。
判例を積み重ねることで法の秩序をつくろうとするものだ。法の微調整が可能で、司法に
より新しい時代への対応が行われる。社会の漸進的な新陳代謝を助けるシステムである。
それらは公開で公明正大でありお上の介入の余地はない。司法が行政に優位している。さ
らには経営者に係る規定（善管注意義務・忠実義務・経営判断の原則）も明快・明確で保
険制度も充実している。法の趣旨を越えて経営者が社会的／世間的責任を問われざるをえ
ない局面もある日本的状況とは異なる49。そしてもう一つのエンジンは近代の強い個を支
えるセラピー文化である。社会に埋め込まれ市場化もされているカウンセリングのシステ
ムである。個は強いが孤独で傷つきやすい。そのような個に対するケアは家族やコミュニ
ティそして社会に埋め込まれているメンタシステムが一義的には担うが、市場化されたカ
ウンセリングの制度が機能している。彼らは日常的に個であるための相談相手を持ってい
るのである。 
 
シリコンバレーコミュニティに湧き上がる動的な情報は贈与的交換と市場的交換とい
う顔をみせながら時に触発しイノベーションを起こすのではないか。現在シリコンバレー
ではイノベーションの重心が iPad を典型とする感性の世界に移ろうとしている。スタン
フォード大学では既に d-school という、いわば感性マネージメントによる創発の試み（デ
ザイン思考）が実行されている。9.11 以降移民の受け入れが困難になってはいるもののシ
リコンバレーコミュニティは、多様性（Diversity）と寛容（Inclusivity）を合言葉に、な
おハビタットとしての輝きを放っている。エクイティ文化、新陳代謝の仕組、セラピー文
化という 3 つのエンジンがそのコミュニティの「かろやかさ」を今後も創出していくので
あろう。 
 
  
                                                  
49 日本では、①役員の善管注意義務と忠実義務は混在し不明瞭で、②同時にこれら二つの義務並びに経
営判断の原則について判例的には社会が圧力を加える可能性があるので司法がアメリカより介入的にな
っているのではないかと読める（江頭 pp403-406）。 
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